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令和６年１０月羽島市教育委員会定例会会議録

令和６年１０月２４日、令和６年１０月羽島市教育委員会定例会を羽島市役所本庁

舎３階３０２会議室において開いた。

議事日程

日程第１ 会議録署名委員の指名について

日程第２ 報第２１号 羽島市教育委員会の後援等承認の報告について

日程第３ ※報第２０号 令和６年度準要保護児童生徒の認定等の報告について

日程第４ ※議第４２号 令和６年度羽島市教育委員会表彰の被表彰者の決定につ

いて

日程第５ その他

１ 各課の事業進捗状況

（※印は秘密会で開催）

本日の会議に付した議事

議事日程に同じ

出席者

教育長（議長） 森 嘉 長

教育委員 今 枝 甫

教育委員 春 日 民 奈

教育委員 今井田 裕 子

教育委員 � 川 功

説明のため出席した職員の職氏名

事務局長 不 破 勝 秀

事務局次長兼教育政策課長 小 川 隆 正

事務局次長兼教育政策課施設担当課長 稲 葉 佳 樹

事務局次長兼学校教育課長

兼教育支援センター長 高 橋 浩 之

西部幼稚園長補佐 林 優 美

北部学校給食センター所長 竹 内 弘 明

南部学校給食センター所長 亀 山 佳 枝

市民協働部次長兼生涯学習課長 岩 田 睦 巳

図書館長 番 重 宗

スポーツ推進課長 柴 田 泰 宏

午後１時３０分開議

日 程 発言者 発 言 の 要 旨

教育長挨拶 教育長 ・ 研究発表会について

２件の研究発表会が予定されている。１件目は１１月１

９日（火）に中島小学校で算数の授業において、教員が実



践研究したことが発表される。２件目は１１月２６日（火）

に堀津小学校で社会科と生活科、そして総合的な学習の時

間について発表がされる。

・ 羽島市政功労者表彰式について

１０月６日に市役所で開催され、４５名の方が表彰を受

けられた。教育委員会関係では、保健衛生功労者表彰とし

て、元学校医の岩田秀樹様、元学校歯科医の脇田敏裕様が

長年にわたるご貢献で表彰を受けられた。

開 会 議長 出席委員が定足数に達していることから令和６年１０月

羽島市教育委員会定例会の開会を宣言する。

報第２０号及び議第４２号について秘密会としたい旨述

べ、委員の発言を求める。（各委員から異議なしの声あり。）

異議がないので、報第２０号及び議第４２号について秘密

会とすることが承認された旨述べる。

日程第１ 議長 本日の会議録署名委員に今井田委員を指名する。

日程第２ 議長 報第２１号を議題とする旨述べ、説明を求める。

【説明】 以下の後援事業の申請者、目的、事業開催内容等を説明す

る。

【教育政策課長】

（第１０回羽島ライオンズクラブ杯卓球大会、第３０回

ぎふ「太鼓」ふるさとまつり、ゆめ広場ハッピーコンサー

ト２１ｔｈ）

【学校教育課長】

（第５６回羽島市美術展（少年の部）、国際交流＆イン

グリッシュキャンプ、中学生のキャリア教育のための副読

本「わたしたちの地域のお仕事ブック岐阜県版」）

議長 委員の発言を求める。

【今井田委員】

・ 国際交流＆イングリッシュキャンプは羽島から何人参

加したか分かるか。

（事務局）

・ 数人はいると思われるが、後日調べて回答する。

【�川委員】

・ 国際交流＆イングリッシュキャンプで、英語圏の外国

人の方はどこの国で何人位いるか。

（事務局）

・ パンフレットには留学生が２０人位と書いてある

が、出身国は把握していない。

さらなる発言を求める。

発言がないので日程第２ 報第２１号の報告を終える旨

述べる。

日程第３ 議長 報第２０号を議題とし、秘密会で行う旨述べる。（以下日

程第３及び日程第４は秘密会）



日程第４ 議長 議第４２号を議題とする旨述べる。

日程第５ 議長 秘密会を解く。

各課の事業進捗状況の説明を求める。

【説明】 【教育政策課長】

・ 新しい時代の学校構想検討委員会について

１１月１日（金）に第１０回を予定しており、答申が

提出される予定である。

【学校教育課長】

 ⑴ いじめの状況について 

９月１日から９月３０日までの間に報告があった事

例は、児童５件、生徒１件の合計６件である。

 ⑵ 不登校の状況について 

９月の不登校の状況は、小学校・前期課程５０名、中

学校・後期課程９８名の計１４８名である。

特に中学校３年生が増加傾向にあり、進路がいよいよ

近づいてくる不安さが表れているかと思う。家庭と連絡

を密に取っていくことを学校に指導している。

３０日以上の欠席についても、夏休みを機会に増加傾

向にあり、夏休み前から会えてない児童は現在１７人い

る。スクールソーシャルワーカーがこまめに連絡を取

り、なんとか会えないかと動いており、まずは保護者へ

のアプローチをしている。

全欠児童に関しては適応指導教室こだま、のぞみ、そ

してメタバースの Room Hikari を使って支援できるよ

う学校と連携していく。

 ⑶ 交通事故・学校事故の状況について 

交通事故は、５件であった。

いずれも大事には至っていないが、不注意による事故

が多かった。

学校事故は、０件であった。

 ⑷ 学級閉鎖について 

インフルエンザによる学級閉鎖が４件であった。

 ⑸ 令和６年度全国学力・学習状況調査について 

調査は国語及び算数（数学）であるが、小中学校とも

に全国平均より若干低かった。

結果を分析し、弱点を補うような教育を行っていく予

定であるが、合わせて調査結果のみだけで児童生徒の能

力が図れるものではないことにも留意するよう、学校に

指導・助言を改めて行う。

議長 委員の発言を求める。

【今枝委員】

・ 不登校により３０日以上欠席した児童生徒が増加して

いるとのことだが、例えば、両親ともに働くのに忙しく、



家に１人でいるといったような場合もあるのか。

（事務局）

・ ケースバイケースであり、両親が自営業等で家に

いるが子どもが不登校の場合や、両親が働きに行っ

て子どもが不登校である場合もある。

なお、全欠席のうち１７人とは本人と連絡が取れ

ない状況であり、保護者の方にご理解をいただいて

会わせていただき、対話できるよう働きかけていき

たい。

【春日委員】

・ 後期に入って中学校三年生の子だと高校進学が関わっ

てくる。不登校の子だと、学校がどこまで関与をして進

学に関わってあげられるか。そのあたりが先生の負担に

なり、結局連絡も取れない子だとそのまま終わってしま

うのではないか、把握がしきれない状態が心配である。

（事務局）

・ 基本的にはスクールソーシャルワーカーや学校の

相談員を介して保護者や本人と連携をし、進路につ

いても例えば同席してもらうことで進めている。た

だ、保護者含めて全く連絡が取れない方も少数だが

いる。過去の例を見ると、数年に１人ぐらいの割合

で進路が決まらない生徒がいるが、ほとんどの生徒

がいわゆる通信制も含めて何らかの進路先を確保

している。

しかし、卒業後に高校や通信制でどうしているか

までは把握していないため、卒業後も継続して社会

や大人と繋がっているのか、この把握はどちらかと

言えば福祉部局の所管となるが、そういった繋がり

の継続の有無が懸念される。

【説明】 【西部幼稚園長補佐】

・ 運動会が２６日（土）に開催予定である。

園児がはりきって練習しており、元気を分けてもらっ

ている。

【南・北学校給食センター所長】

・ 特になし

【生涯学習課長】

 ⑴ 生涯学習推進市民大会（９月２９日） 

「実り多い豊かな人生」、「私は創造的でありたい」と

いったテーマのもと神谷雅子氏からお話をいただいた。

参加者は１３０名を超え、満席になるほどの盛況ぶり

であった。

 ⑵ 第２回２０歳の集い成人式に関わる代表者会（１０月

１１日）



当日に向けて順調に計画が立てられているとのこと

である。

 ⑶ 竹鼻町屋ギャラリー 

１０月５日より「記憶のかたち―佐藤典克陶芸展」が

開催されている。昨日までで９３名の方に来館をいただ

いている。

 ⑷ 国民文化祭太鼓の祭典（１０月２０日） 

文化センターで開催され、延べ１,７００名の方に全

国各地から集まった太鼓団体の演奏を堪能いただいた。

お帰りの際に「本当に良かった」、「いい時間であった、

ありがとう」といったお言葉をいただいた。

【図書館長】

・ 図書館まつり（１０月２１日）

同日に開催される不二羽島文化センターでの健幸フ

ェスティバルとコスモパークで実施する、はしまｄｅマ

ルシェとの３イベント合同でのイベントとなる。

【スポーツ推進課長】

・ 羽島市ファミリースポーツ広場（１１月１７日）

羽島市スポーツ推進会議が主催し、市内三つの総合型

地域スポーツクラブと協力し開催され。今年度は市制７

０周年のため、各会場少し拡充した形で開催する。

会場は北部が羽島中学校の体育館、中部が竹鼻中学校

の体育館、南部は桑原学園の後期課程の体育館を予定し

ている。それぞれのスポーツクラブが思考を凝らしたス

ポーツイベントを開催することとなっており、大勢の市

民の参加を期待している。

【事務局長】

・ 特になし

議長 委員の発言を求める。（特になし）

閉会 議長 以上で本日の議事日程は全て終了したので、令和６年１０

月羽島市教育委員会定例会の閉会を宣言する。

午後２時５０分 閉会

上記会議の大要を記載して、その相違ないことを証するためここに署名する。

令和６年１０月２４日

教育長 森 嘉 長

委 員 今井田 裕 子


